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公
明
党
神
奈
川
県
本
部
は
八
月
十

一
日
、
厚
生
省
を
訪
れ
、
来
年
度
か

ら
施
行
予
定
の
介
護
保
険
制
度
が
円

滑
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
、
自
己
負
担

の
軽
減
措
置
な
ど
求
め
た
要
望
書
を

宮
下
創
平
厚
相
に
手
渡
し
た
。
こ
れ

に
は
上
田
勇
県
副
代
表
（
衆
院
議
員
）

と
と
も
に
、
仁
田
昌
寿
横
浜
市
議
ら

が
同
席
し
た
。

席
上
、
上
田
氏
ら
は
「
多
く
の
国
民

が
新
た
な
負
担
と
な
る
保
険
料
の
水

準
、
介
護
基
盤
整
備
の
遅
れ
に
対
す
る

不
安
を
持
っ
て
い
る
」「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
者
で
要
介
護
認
定
の

結
果
、
比
較
的
軽
度
と
な
っ
た
場
合

に
退
去
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
恐
れ
を
抱
い
て
い
る
」
な
ど
と

指
摘
。
そ
の
上
で
、
q
介
護
保
険
制

度
が
円
滑
に
導
入
で
き
る
よ
う
、
被

保
険
者
の
自
己
負
担
の
軽
減
措
置
の

実
施
w
配
食
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
在
宅
高

齢
者
保
険
福
祉
推
進
支
援
事
業
の
大

幅
な
拡
充
e
サ
ー
ビ
ス
基
盤
や
高
齢

者
住
宅
の
整
備
等
へ
の
一
層
の
取
り

組
み
r
自
治
体
に
対
す
る
国
の
特
段

の
財
政
支
援

│
な
ど
を
要
望
し
た
。

宮
下
厚
相
は
、
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
、「
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
悪
い

と
こ
ろ
を
直
し
て
い
き
た
い
」
と
の

考
え
を
示
し
た
上
で
、
高
齢
者
の
生

活
支
援
事
業
を
、
あ
る
程
度
増
や
し

た
い
と
述
べ
た
ほ
か
、
生
活
面
で
の

手
助
け
が
必
要
な
人
向
け
の
ケ
ア
ハ

ウ
ス
（
介
護
利
用
型
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
）
の
増
設
に
前
向
き
な
意
向
を
示

し
た
。

宮下厚相（左から3人目）に要望書を手渡す上田勇・神奈川県副代表、仁田市議（左）
＝11日・厚生省

│
仁
田
市
議
国
民
の
不
安
訴
え
厚
相
に
要
望
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神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
内
に
、

脳
血
管
疾
患
の
発
症
直
後
の
治
療

か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
全
国
初
の
専

門
病
院
「
市
立
脳
血
管
医
療
セ
ン

タ
ー
」
が
八
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し

た
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
公
明
党

の
上
田
勇
衆
議
院
議
員
と
仁
田
昌

寿
市
議
ら
が
視
察
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
高
度
の
専
門
医
療

と
と
も
に
、
早
期
か
ら
症
状
に
合
わ

せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
で
、
後

遺
症
や
再
発
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
寝
た
き
り
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
脳
血

管
疾
患
。
横
浜
市
で
も
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
同
疾
患
の
増
加
が
今
後

さ
ら
に
予
想
さ
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
科
目
は
、

「
神
経
内
科
」「
脳
神
経
外
科
」「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
」「
内
科
」

「
放
射
線
科
」「
麻
酔
科
」
の
六
科
で
、
脳
梗

塞
（
こ
う
そ
く
）、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出

血
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
を
専
門
に
治
療
す

る
。
救
急
患
者
を
三
百
六
十
五
日
、
二
十
四

時
間
対
応
で
受
け
入
れ
、
外
来
は
地
域
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
制
。

地
下
三
階
・
地
上
五
階
建
て
で
、
ベ
ッ
ド

数
は
二
百
十
五
床
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
三

百
床
）。
超
急
性
期
の
症
状
に
対
応
す
る
ポ

ジ
ト
ロ
ン
断
層
撮
影
装
置
（
P
E
T
）
や
血

管
撮
影
装
置
、
生
体
情
報
監
視
装
置
な
ど
最

先
端
の
医
療
機
器
を
備
え
る
一
方
、
寝
た
き

り
防
止
の
要
（
か
な
め
）
と
な
る
各
リ
ハ
ビ

リ
施
設
も
充
実
。
運
動
療
法
室
や
作
業
療
法

室
を
は
じ
め
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
工
学

室
、
言
語
室
な
ど
も
完
備
す
る
。
入
院
患
者

に
対
し
、
高
度
医
療
と
と
も
に
医
師
、
理

学
・
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
心
理
士

な
ど
が
一
体
と
な
り
総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
寝
た
き
り
防

止
に
取
り
組
む
。

こ
の
ほ
か
、
老
人
保

健
施
設
も
併
設
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
退
院
患

者
で
、
機
能
回
復
訓
練

や
介
護
が
必
要
な
お
年

寄
り
を
対
象
に
入
所
や

通
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。
入
所
定
員
は
四
十
人
（
二
〇
〇
〇

年
四
月
か
ら
八
十
人
）
で
、
通
所
定
員
は
十

二
人
。

仁
田
市
議
ら
は
施
設
内
を
く
ま
な
く
視
察

し
た
後
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
市
議
会
公
明
党
（
石
井

睦
美
団
長
）
も
積
極
的
に
推
進
。

脳
ド
ッ
ク
の
実
施
に
よ
る
予
防

機
能
の
充
実
な
ど
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
医
療
体
制
の
確
立
を

目
指
し
て
議
会
な
ど
で
質
問
を

重
ね
て
き
た
の
を
は
じ
め
、
施

設
建
設
の
検
討
メ
ン
バ
ー
と
し

て
尽
力
し
て
き
た
。
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脳血管医療センター外観

高度医療機器を視察する仁田昌寿市議（右から2人目）たち


